Ⅱ我がまちのエネルギー戦略について
　国においては、東北大震災、福島第一原発の事故後、脱原発に向けて再生可能エネルギーへの期待が高まっています。原発依存社会をどのように方向転換するのか。裏を返せば国民生活と経済成長に不可欠な電力をどのように安定的に確保するか。昨年暮れの衆院選では「脱原発」、「卒原発」とエネルギー政策は大きな争点となっていました。

 　しかし、また「脱原発」「卒原発」か、否か、という単純な二者択一でいいのだろうか、エネルギー自給率が４％の日本が、全電源の約３割を占める原発をただちに放棄することができるのだろうかという現実も無視できません。原発の代替電源として太陽光や風力など再生可能エネルギーが論議されていますが、水力を除けば全発電量の１％強にすぎません。メタンハイドレードなどはまだまだこれからです。地に足が着いた実現可能なエネルギー政策が冷静に議論されるべきだと考えます。

　こうした中で、国においては、昨年7月に太陽光、風力、バイオマスなどの再生可能エネルギーの導入拡大に向けた固定価格買取制度が施行され、更にバイオマス事業化戦略を策定し、地域のバイオマス活用の事業化を重点的に推進し、グリーン産業の創出・自立分散型エネルギー供給体制の強化を打ち出しました。

　農業が盛んな本市においては、家畜排泄物や食品廃棄物の処理に起因する悪臭や水質汚濁などの環境課題も抱えており、環境改善にもつながる家畜排泄物などのバイオマスの利活用を推進し、特に国の政策に合わせて自治休、事業者が連携してエネルギー化等の検討を積極的に促進すべき時ではないかと考えます。

　また太陽光発電の新たなる展開や、小水力発電についても各地で意欲的な取り組みが行われています。そこで、以下の点について伺います。

（1）本市のバイオマス利活用の推進施策について、バイオマスの賦存量、調査研究の状況、バイオマスタウン構想への取り組み状況について伺います。

（2）家畜排泄物や食品廃棄物などの処理に起因する悪臭、水質、土壌などへの環境影響等はどのような状況か伺います。

（3）本市は、農業が盛んな地域であり、特に畜産からの糞尿、食品廃棄物を中心にバイオマス発電・資源の利活用を推進すべきと考えますが、推進上の課題と今後の方向性はについて伺います。

（4）バイオマス事業でも、生ごみや下水汚泥を活用する「バイオマス資源利活用事業」に取り組む自治体もある。本市においても、大いに促進すべきと考えるが、当局の考えを伺います。

（5）愛知県西尾市では発電事業者に土地を貸す形で、事業者を公募し、展望施設を備えたメガソーラを設置する動きがあります。また、全国でも富山市や神戸市など、太陽光発電のために屋根を企業に貸す「屋根貸し」事業を10都県で始めています。自主財源確保策としても期待されます。当局の考えを伺います。

（6）愛知県は農地に対する農業用水の水路密度が全国一であることから、県内14カ所で小水力発電の設計や工事が進められています。中には農業用水路の改修に合わせて、発電機を設置し、イノシシやシカといった獣害対策の電気柵のために活用することも考えられています。小水力発電の可能性について伺います。
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